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、ビ白菫の合
力た した らは大和″ 然 を愛 ιま

会長就任のご挨拶 会 長 阿 部 和 生

中国四川省の地震の規模の大きさに驚いているときに、宮城・岩手両県にまたがる大地震があり

ました。地球。自然に内在する巨大なエネルギーの発生の前には、人間の持つ
「叡智」も小さく感じ

られ ただ驚くばかりです。そのような中ですが 会員の皆様には、ますますご健勝でご活躍のこと

と拝察いたしますc「奈良。人と自然の会」も第 7回通常総会を経て 2年間の幹事が選出承認され、

その幹事の皆様方のご推挙を受け会長に就任いたしました。通期 7年に及ぶ 前会長 川

井秀夫氏の強力な、また包容力のあるリーダーの後を受け継ぐには、大変な力不足ではあ

りますが、微力ながら一生懸命この会の発展に努めたく思います。

かねてからの念願のひとつでありました 「自分たちのベースキャンプを持ちたい」とい

う希望が、奈良市佐紀・奈良阪の地に約 7haの 「ならやまプロジェクト」として昨年 4月

よリスター トしました。また当初 43名の会員でしたが 100名余の会員になり人材豊富な

「会」となつています。そうした 「会」に成長しえたのも前会長の指導力のたまものと深

く敬意を表したいと思います。会長としての重責は、私にとつて大変な重荷でありますが、

会員諸氏のご理解 ご協力 積極的なご参加、そして幹事の皆様のお力添えを得て この
「奈良・人と自然の会」をより充実した会へと進展させたいと考えています。

「私たちは、大和の自然を愛します !」 というキヤッチアンーズのとおりこの豊かな魅

力ある奈良県を 時代に沿う形での「自然環境保全」に取り組んでゆきたく思います。

京都議定書に始まる 地球温暖化防止 二酸化炭素の排出量の抑制や肖1減が叫ばれ 特

に今年は、「洞爺湖サミット」に向けて大きく進展しようとしています。今日一般の方
々の

関心・理解も特段に進んできたかに思われます。地球規模で考えられる事、しなければな

らない事、国としての視点もそれぞれ実行されてゆくことでしよう。私たちはこの奈良県

という優れた歴史、文化の地域、緑豊かな自然を持つところを、次の世代に 正しく受け

渡せるよう努力してゆきたいものと考えます。豊かな自然環境を永続させてゆくことを“次

代に託すのではなく"私たちの学習、実践、啓蒙によつて “より良い状態で引き継ぐ"よ

う努力してゆきたいものと考えます。

「自然は正しい、もし誤るとすれば、それは人間が間違えたからである !」 とゲーテは

その音 「信念」として語つているそうです。その信念に共感した ドイツの林学者たちが森

林学の進展に努力し基礎を築き、現在のかの地の緑があるともいわれています。森林率 80%

の奈良県、さまざまな文化遺産
。自然を今に伝え残しています。その地域を愛する私たち

は、大きな社会的使命を持ちその推進に少しずつでも力を注ごうではありませんか。

「会」としては、明るく !元気に :そ して楽しく !がす
べての基本にあり、お互いの立

場を尊重しながら前進したいと思います。さまざまな案件があり会員の皆様方の積極的な

ご参加が、会を活性化し広がりをもつものと思います。またご意見ご提言をぜひお聞かせ

ください。それらを議論し、より良い方向
。発展に結び付けたく思つています。



「奈良 :人と自然の会」平成 19年度定時総会議事録
日時 :5月 25日 (日)時間 :10:00～ 11:30
場所 :奈良県文化会館

司会者 豊島すみ子
成立状況

会員総数 :97名 総会出席者 ;28名 委任状提出者 ;61名 合計 ;89名
90%で本総会は成立している。
会長挨拶

2001年 9月 24日 にスター トしたこの会も今年で 8年目に入 り、会員並びに歴代の幹
事の総意により活動基盤も着々と整備されてきた。昨年春より開始した県有林の景観整

備作業も順調に推移し、研修会もこのフィール ドを利用活用し、会員相互の研鑽に努め

ている。またこの 1年、諸団体からの助成や補助金を受け、我々の活動自体が社会的認
知を受け、市民権を獲得してきているのではなかろうか。今後は更なる社会的活動とと

もに、会員相互の研修をより活発化させ、色々の場面で貢献していきたい。

議長,書記選出

司会者の発議により、議長 ;小森清道 書記 ;大石門三が選出された。
議題

第一号議案 第 7期事業報告会計収支報告承認の件
事業報告を事務局弓場より、収支報告を会計明石から、またその監査結果について

監査役有本から記載どおりで承認した、との報告があった。その結果、異議なく挙手

多数にて成立した。

第二号議案 第 8期事業予定収支予算案承認の件
事業報告を事務局弓場、収支予算案を会計明石から発表があり、挙手多数にて成立

した。

第二号議案 会則一部改定の件
事務局弓場から幹事数を 15名 から18名 にする案が発議され、挙手多数にて成立
した。

第四号議案 役員退任及び新任候補選任の件
別紙提案があり、新任 3名 を含め 17名 の幹事と 1名の監査役が承認された。なお
その後の臨時幹事会にて、会長に阿部和生,副会長に豊島すみ子が選出された。

(書記 :大石)

´皮〃蔵′ 担当幹事 1守 口

同時 :5月 25日 (日 )13時～15時 雨のち晴れ
参加者 16名 (阿部、大石、勝田夫妻、川井、川岸、小嶺、竹本、谷川、西谷、平井夫妻、

古川祐、守日、人尋、弓場)

総会の終わつた午後、雨天にもかかわらず県庁前バス停に集合した参加者はバスで奈良

阪へ向かつた。ここは京都と奈良を結ぶ古道の 1つで多くの旅人、物資が行き交つた道だ。

奈良豆比古神社では樹齢千年の大樟に驚き、般若寺の楼門から美しい庭をながめ、植村

牧場でソフトクリームを食べた。北山十人間戸では昔の僧の慈悲深さを想い、大きな転害

門に奈良の音を偲んだ。そして雨上がりの新緑の奈良女子大の中庭でしばし休憩の後、散

会した。歴史と自然と味覚を楽しんだひと時だった。
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オ鬱話に″ι膠サ 西谷範子

この会ができた時から、名前だけ連ねていましたが、いろんな催しに参加したのは、ほんの数

回ですぎ参加したい企画があつても、ほかのものと日が重なり、なかなか参加できませんでした。

一つ二つスケジュニルを整理しましたので、最近少しずら参加できるようになりました。この自

然いつぱいの奈良を選んで住み着き、願いどおりにあちこち歩きまわりました。きれいな空気と、

まだまだ残つている懐かしい日本の風景や 植物たちに出会う時、奈良に住む幸せを感じます。

経験深いお仲間の方々から、新しい知識をたくさん教えていただくことができて、この歳になつ

ても学ぶことの楽しさを喜んでいます。

皆様にお世話になることばかりで、幹事などを名乗るほど仕事も出来ませんが、どうぞよろし

くお願いします。

鵬秘き1人と″燃つ封 だスつて          板橋 宏昌
昨年3月花組 13期の講座を修了し、奈良・人と自然の会、いこま棚田くらぶ、服部の子供

夢くらぶに参加しています。シニア自然大学の講座生の間はとにかく初めて聞く話や観察

会で楽しく新しい知識の吸収に夢中であつたが、その割にほとんど残つていないのは年の

せいでもあろう力、 まだまだ力不足、知識不足を感じる毎日です。

奈良・人と自然の会での毎月の例会は歴史を偲び、自然を観察できる楽しい企画であり毎日

参カロを心がけているが、それよりもならやま里山プロジエクトはこれからさらに大きく夢

を広げることのできる企画であると思う。竹を伐採し、やぶを刈り取りすこしずつきれい

になつていくのを見ることによる達成感と近くにだれかがいることを知り感じる仲間意識

散歩におとずれる人たちが一様にきれいになりましたと言つて通られ、そのうち近くの佐

保台の住宅地に住む同年代の方が夫婦で参加されるようになつたが、さらに多くの地域の

方々が入つてこられ、また子どもたちの楽しい遊び場所になればと思う。
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した,現れあ           水本 遼員

私は、
・rな らやま里山林PJJの 4La rならやま大通」を挟んで北東に位置する、佐保台に住

んでおりますので「ならやま里山林 PJJに参加するには地のfllがあります。

もともと、「西ノ京、斑鳩自転車道」のあの場所は季節ごとの景色の移り変わりが美しく、

良く歩く道でしたので、常々、周りの荒れ放題の里山を見るにつけ何とかならないものか

とは思つていました。

人会の動機は「ならやま塁山林 PJjが始まり、弓場さん他4～ 5人で作業をされている時

に、通りかかりまして、作業の目的を聞きましたら、奈良県から委託を受けて里山を整備

しているのです、竹伐採だけでも良い、好きなときに来て、好きなことをやつてくださつ

て結構ですとの、まことに都合のいい「奈良・人と自然の会」の趣旨説明を受け、これなら

自分勝手な私でもお手伝いできるだろう、と仲間に入れてもらつたようなわけです。

約 1年間竹林と格関しました、しかしなかなか作業ははかどりません、最近はこちらの体

力が続くかなと不安になつてきました。

今回、幹事役を引き受けましたが、自治会役員をしているので、それと行事が重なる時は

参加できませんが良いでしようかと勝手な条件をつけてお引き受けしました、早く自治会

役員を辞めて里山作りに専心したいと思つております。
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5月 24日 (土)曇り後雨 雨天予報のため臨時日 参加者 10名 サツマイモ畑準備
降水確率80%の予報にもかかわらず、熱心な会員 10名の参加があり、臨時活動日とす
る。午前中は天気が保つたので、茄子の施肥、エンドウの数去、跡地へ次回のサツマイモ植

付けの準備をする。昼過ぎから雨となり作業を切上げる。 1時解散。

5月 30日 (金)晴 定例活動予備日 参加者 16名  玉葱収穫、サツマイモ植付け
前回の活動日が雨天のため、予備日が活動日となったが、31日 を予備日と勘違いされた
向きもあつたようだ。農事のスケジュールが押せ押せになつて、朝から目一杯働く。

茄子畑には前回の活動で見事な支柱が出来上がっているが、これに茄子の新枝を誘引する。

デリケー トで手間と根気の要る業:ナスクラプの会長さんは、近頃はどこを歩いていても他
所のナスの育ち具合が気になるとか。この愛情にナスたちもキット応えてくれるだろう。

玉葱500本を収穫。育ち具合も先ずは良好。自然の恵みに感謝しつつ各自で持ち帰る。
皆さんから、1人当り300円のカンパを頂き (5000円集まりました)、 次年度の苗や肥
料代に当てるべく「ならやま基金」へ入金いたしました。 ご協力感謝  !:
午後は、全員でサツマイモ500本の植付け。ここの畑が水はけのよい砂地なので、最初
の水やりには苦労があるものの、非常に美味しいイモが採れるのだ。今年は既に黒髪山自然

塾や佐保台小元気クラプから芋掘り体験会の予約申込が入つており、メンバーは一段と張り

切つております。

梅の実採り。 2株の梅の実が熟する頃となつた。平素から剪定と寒肥やりと世話をしてき
たが、今年も多くの実を付けた。昨年好評だつた梅ジュース用に採取し各々で持ち帰る。夏
の暑い時期に、会員ご自慢の梅ジュースがお目見えすることだろう。どうぞご期待下さい。

6月 5日 (本)曇り後雨  定例活動 参加者 20名 道路沿い景観・里山観察路整備
昨年来進めてきた、里山散策路の近くにササニリが4本開花しているのを発見 !! 薄い
ピンクを帯びた姿に感激し記録写真。奈良では絶滅が危惧されているだけに、どのように

して護つて行くか、生育環境の保存や盗握防止をどうするかなど、嬉しい以上に心配や悩み

が増すことでした。その上さらに「アサギマダラ」も見つかり里山グループは興奮気味です。

道路沿いの草メ1、 Lマフリの支柱たて、肥料やり、花壇手入れなど景観整備活動を実施。
今後、自転車道路沿いの花壇を広げて、植栽を充実したいと考えています。担当は、新幹事

の西谷さんにお願いしました。 会員の皆様、何卒ご支援下さい。
玉葱畑は残り300本の収穫。皆さんからのカンパは2750円 が寄せられ、前回と同様
ならやま基金ぺ入金いたしました。ご協力有難うございました。

シニア自然大学の会報誌「自然と仲間」の1吉澤記者が来訪、ならやまプロジェクトについ

ての取材がありましたが、ご本人もならやま皇山林の魅力に強く惹かれたご様子でした。

次月の会報に掲載される予定です。是非ご覧下さい。

(古り|1 祐司 記)



奪 0/5菫曲嚇でアサギマダラの量%を畿難し畿

むた。な蜀晰――miフジ』竃ヵ脅の花難舞麟れ

る難鶴ポ饒ら発でき嚢診亀. く∫:‡井)

*6周 5轟 {本) サザ垂りの機筵塞会い

ました。本タルプク曇、ツルアジ■碁シ、

二等ノンタの群落もありまし妃〕家ジキ、

ノイノ電つの霧も竃舅です。選鍾鐘コスモア、

ヤグルでソつ、ラモツケ、ハナタデ、ノピ

んが狭与ちて藝ます。マグリ、重参プの実も

覇もなく食べ鑽です。アサギマダラ、モンキ

アプ桑ち飛んでもヽました。  (林 ) (塁彙にて)西谷さん撮影
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例会のたびに大きな本に出会 う。奈良には驚くほ

どの大きな本がたくさんある。奈良豆比古神社のク

スノキもその 1つだ。樹齢 l争00年以上、高さ約 3舎

mc地面の方から描き始めると上の方は枝がいつぱ

い広がつて葉が茂つて描 :すなかつた。おまけにスク

ッチに来たこの日はあいにく雨が降つていて上を

見上げるのが難しかったのだ。その幹には苔やシダ

や他の木が根を下ろして育っていた。本の下の薄暗

い地面にも様々な植物が育っていた。クスノキは全

ての生物を抱擁して生きているように思える。

古来から人々は本には神が宿ると信じ大切に守

り育ててきた。そして植物から衣食住のあらゆる恩

恵を被つてきた。そんなことを思いながら本の前に

立っていると自然に対しての感謝と畏敬の気持ち

が湧いてくるのが不思議だ。奈良の大きな本とそれ

を育てた奈良の人々はすごい。
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子殺しという結婚手段 小田 久美子

今は何回日かの子育て中のツパメ。その巣の下に時々ヒナが落ちていることがあります。

ヒナが身を乗り出し過ぎて落ちたのだろうというのが定説でしたが、最近の研究では必ず

しもそうではないことが判つてきました。配偶者を得られない独身のツパメが、両親の留

守中にヒナの頭をつついたり、ヒナを引きずり出して下に落としてしまうことがあります。

こうしてその繁殖を失敗させ、〃結婚″が解消したら、自分が後釜に据わろうとしている

というのです。ヨーロッパではいろんな鳥の子殺しが目撃されています。 自分の子孫を
残そうというこの行動はライオンやチンパンジー、ゴリラなど哺乳類でもよく知られてい

ます。哺乳類といえば我が人間界に目を転じると同じ事実が浮かび上がってきます。再婚

した時(又は再婚しょうとする時)相手の連れ子が邪魔になつて殺すという事件がよく報道

されます。殺すまでいかなくても実の子と区別したりする″継子いじめ″にはやりされな

いものを感じますが、人の心の奥深いところには″動物の心″が潜んでいて、人間が決し

て崇高な存在ではないことを思い知って愕然とします。

働盤鎌 欄々

茄子畑に十日の留守を詫びにけり 秀 夫

なら山里山林に茄子クラブ発足。ナスは「成す」夏から秋ヘ

大収穫を夢見る。日常の手抜きは禁物。果たして成算ありや。

燿ブ`圧免Lじ導艤な)はプ
6/7、 8日野鳥の会から東西大台ヶ原に行きました。制限が掛かつてからは始めての西大台入山で,した。

雷雨の予報ともヽう最悪の日、なんとあの大台で天気が好転じとても良かつたです。多くは囀りだけでしたが、

2日で40種でした。収穫は、ミソサザイの囀りが聞1載:ことと、愛子さまお印の「憧れシロヤシオ」に出会え

たことでした。 (1ヽ日)

【斑鳩より】前号(19日 )でお知らせした壊されたツパメの巣をお父さんお母さんは3日で完成させました。

6/15回転寿司屋の裏口でツパメが5,6羽騒ιゞCtヽま眈 。何かな?と見るとハシプトガラスがι球した。

少ししてハシプトが飛び立ちま睫 。その時 :2羽のツパメが追いかけ、突付tてるではありませんか。もう

びつくりしてしまいました。蛍光灯の裏側に元気な子供たちがしはした。1まつとしました。 (勝田)
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